

























































































































































































































































































12月27日 NIIに JAIRO Cloud申請郵送（日本赤十字社）






















































































（Access path to Institutional Resources
図４ ポスター＆プログラム
図５ 医学中央雑誌Web
図６ リンクリゾルバ「SFX」
図７ リンクリゾルバ
?AIRwayプロジェクト」
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via link resolver）によりリンクリゾルバか
らその論文のフルテキストにリンクされる
（AIRwayプロジェクトとは、リンクリゾル
バにより、機関リポジトリなどに搭載された
OA文献へのナビゲーションを実現すること
を目的とした研究開発プロジェクトである??
（図７）。
５．利用状況
試験公開からカウンターの数を集計してい
るが、公開当初に１日1,000回の利用がみられ
た（図８）。
?．問題点
１．各病院では、業績集としての要求が多い
が、学会・出版社がリポジトリ掲載を承認
しない論文が多く、業績をすべてOAでき
ない。
２．リポジトリに登録する条件で、「査読前、
後の論文のみ認める」場合があるが、それ
ぞれの原稿を保管している医師は少ない。
３．「日赤医学」バックナンバーの登録を誰が
行うのか。
４．業者に依頼せず、組織で構築する場合、
また JAIRO Cloudを利用する場合では、
パソコンシステムの知識が必要である。
５．医学論文は患者の個人情報に十分注意
し、患者から許諾の得られている論文を掲
載する。
６．組織の異なる日本赤十字学園、血液事業
部、本社情報プラザなどへの説明を継続し
参加を呼び掛けたい。
?．まとめ
“赤十字”と名乗っていても、別部署とな
れば一緒に事業を行う事は珍しく、また文書
交換が発生し面倒である。しかし「赤十字リ
ポジトリ」をきっかけに横の繫がりができる
図８ ?赤十字リポジトリ」カウンター
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よう、図書部門からの一つの提案としたい。
私自身は、電子ジャーナルが導入されてか
ら「利用者にやさしいハイブリットライブラ
リーを目指す」を目標と掲げてきた。2008年
５月からは、本社の業務として赤十字の医学
情報部門の強化を目的にポータルホームペー
ジ「日本赤十字社医学図書館」を作成した。
そして電子資料の共同購入により赤十字病院
内での電子化を広め、リゾルバ導入やデータ
ベースの本社一括購入など、情報部門の担当
者として全赤十字職員が簡単に、スムーズに
的確な情報の入手ができるように取り組ん
だ。まだ各業務にて、多々問題は残っている
がポータルホームページを始めとしたリンク
リゾルバ、そして「赤十字リポジトリ」が日
本赤十字社の医学情報部門の最大の広報手段
として大きく成長していくことを期待してい
る。
そして５年間の業務の集大成が「赤十字リ
ポジトリ」である。副題に挙げた“もっとク
ロス”は、“レッドクロス”に掛けた本社のス
ローガンであり、赤十字内外ともっとクロス
しよう!という意味である。「赤十字リポジト
リ」はまさに“もっとクロス大賞”であると
確信している。
この事例報告を発表した感想を皆様からア
ンケートにて提出いただいたので数点紹介す
る。「現在、専任が一人で知識や時間もなく、
機関リポジトリを担当する職員の増員ができ
るか不安である。」「実際の JAIROリポジト
リの登録作業等の問題点がわかり、大変参考
になった。」「個人の熱意が機関を動かし、良
い流れができている様子に感動しました。」
病院図書室での問題点は一機関だけでな
く、共通の懸案である。情報共有してリポジ
トリが発展できればと願う。
最後に、今まで共同購入に協力いただいた
出版社、代理店の担当者様、またリポジトリ
構築にあたりご助言頂いた大阪大学附属図書
館前田信治さんに心から深謝いたします。
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